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１ 点検評価の概要 

 

（１）趣旨 

 

 教育委員会は，地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年

法律第１６２号）の規定により，教育行政の責任体制の明確化を図るため，

教育長に委任した事務も含めて，その権限に属する事務の管理及び執行状

況についての点検及び評価を行い，公表することが義務付けられていま

す。これに基づき，市教育委員会では，より効果的な教育行政の推進を図

るべく，平成２８年度の教育委員会活動状況及び実施した事務事業につい

て，教育に関し学識経験を有する外部委員の意見を徴し，点検及び評価を

行い，その結果を報告書としました。 

 

（２）点検及び評価の対象 

 

平成２９年度に実施する点検評価対象事業は，常陸大宮市教育振興基本

計画（平成２５年度～平成２９年度）の基本施策として実施する事業，常

陸大宮市総合計画（実施計画）における平成２８年度重点事業及びその他

点検評価が必要と認める事業から８事業を選定いたしました。 

 

（３）点検及び評価の方法 

 

 教育委員会が平成２８年度に実施した事務事業を「教育委員会の活動」，

「教育委員会が行った事務事業（点検評価対象８事業）」の二つに大別し，

点検評価内容の客観性を確保するため，常陸大宮市教育行政点検評価委員

規程（平成２１年教委訓令第１１号）に基づき委嘱した外部委員から事業

の点検評価を受け，事業評価に対する意見を求めるとともに市の教育に関

する事務の管理，執行状況の点検評価に関する所見を求めました。 

 

①   委員会開催日 

第１回 平成２９年１２月２１日（木） 

行政点検評価対象事業の説明及び事業の選定 

第２回 平成３０年２月９日（金） 

対象事業の点検評価実施，委員の意見集約 
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② 教育行政点検評価委員（順不同） 

   ・西野 由希子 氏（茨城大学人文社会科学部教授） 

   ・新家 洋一 氏（元茨城県職員） 

   ・武藤 賢治 氏（元茨城県職員） 

 

（４）平成２８年度に教育委員会が実施した主な事務事業の点検及び評価結果 

 

内部評価 委員による点検評価 

  【①事業執行状況】  

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 事業数 比率  

 

 

 

 

 

 

Ａ必要性・ 

効果は高い 
８ 100.0 

Ｂ必要性・ 

効果はある 
― ― 

Ｃ必要性・ 

効果はない 
― ― 

 

  【②今後の方針】 

 

 

 

 

 

 

 事業数 比率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業数 比率  

 

 

 

 

 

廃止・休止 ― ― 廃止・休止   

縮小 ― ― 縮小   

見直し ― ― 見直し   

現行どおり ４ 50.0 現行どおり ４ 50.0 

拡充 ４ 50.0 拡充 ４ 50.0 

  

 

※参考：評価結果の考え方 

 

 

 

  

廃止・休止 

 

事業を実施する必要がなくなったもの 

別の事業に置き換えていけるもの 

事業が終了したもの 

縮小 事業内容の見直しを行い縮小が必要なもの 

見直し 事業内容の見直しが必要なもの 

現行どおり 現状の予算等で事業効果が得られるもの 

拡充 事業費を増やすことで事業効果が高まるもの 
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２ 教育委員会の活動状況 

 

（１）教育委員の選任状況 

                        （平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日） 

  

職 氏  名 任    期 

教 育 長 上久保 洋 一 任 期  H27.12.25 ～ H30.12.24 

委   員 星 野 幸 子 

任 期  H25. .    2.23 ～ H29. .   2 .22 

（教育長職務代理者 H27.12.25 ～ H29.2.22） 

 任 期 H29. .    2.23 ～ H33. .   2 .22 

委   員 諸 澤 信 子 
任 期  H25.10.20 ～ H29.   10.19 

（教育長職務代理者 H29.2.23 ～     ） 

委   員 内 田   寛 任 期  H27.12.25 ～ H31.12 .24 

委   員 生 天 目  茂 任 期  H28. 4. 1  ～ H32. 3 .31 

 

 

（２）教育委員会会議の開催状況 

 

月  日 区分 議案件数 協議件数 報告件数  選挙件数 

Ｈ28年 4月26日 定例会 ３ ― ９ ― 

       5月25日 定例会 ５ ― ８ ― 

       6月27日 定例会 ６ ― ８ ― 

       7月25日 定例会 ６ ― ５ ― 

       8月25日 定例会 ２   １ ６ ― 

       9月25日 定例会 ― ― ５ ― 

      10月24日 定例会 ２ ― ４ ― 

      11月24日 定例会 １ １ ３ ― 

      12月26日 定例会 ４ ― ６ ― 

H29年 .    1月25日 定例会 １ ― ４ ― 

       2月23日 定例会 １０ ― ３ ― 

       3月15日 臨時会 １ ― ― ― 

       3月27日 定例会 １２ ― ５ ― 
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合     計 

          定例会（１２回） ５２ ２ ６６ ― 

     臨時会（ １回） １ ― ― ― 

 

（３）会議及び研修会等への参加状況 

・平成２８年度関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会及び研修会 

・平成２８年度茨城県市町村教育委員会連合会定期総会及び講演会 

・平成２８年度茨城県市町村教育委員会教育委員研修会 

・平成２８年度茨城県市町村教育長協議会夏期・冬期研修会  

・平成２８年度常陸大宮市教育委員会委員研修会 

 

（４）総合教育会議の開催状況 

会議日 件    名 参加者 

第１回 H28 年 10 月 24 日 
・平成２９年度常陸大宮市教育施策について 

・その他 

教育長，

教育委員 

 

（５）その他 

    ・学校訪問等（幼稚園３園，小学校１１校，中学校５校） 

月日 訪  問  先 

 H28年 7月 8日 
 村田小学校，第二中学校，上野小学校， 

大賀小学校 

    7月10日 
 大宮西小学校，大宮北小学校，緒川小学校， 

 大宮小学校，大宮幼稚園 

   10月14日 
御前山小学校，山方南小学校，山方小学校， 

美和幼稚園，御前山中学校 

      10月17日 
大宮中学校，明峰中学校，山方中学校， 

 美和小学校，おがわ幼稚園 

 

・各幼稚園入園式，卒園式 

・各小中学校入学式，卒業式 

・各幼稚園運動会・各小学校運動会，各中学校体育祭 

・常陸大宮市教育振興大会 

・常陸大宮市賀詞交歓会，成人式，駅伝大会，クロスカントリー大会 

・その他各種事業への参加 
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３ 個別事務事業（平成２８年度事業）の点検評価結果 

 

事
業
番
号 

事 務 事 業 名 所管部署 内部評価 点検評価 

1 長山景樹特別奨学金給付事業 学校教育課 現行どおり 現行どおり 

2 学校施設整備事業 学校教育課 現行どおり 現行どおり 

3 学校給食センター建設事業 学校教育課 拡充 拡充 

4 成人式実施事業 生涯学習課 現行どおり 現行どおり 

5 学校支援地域本部事業 生涯学習課 拡充 拡充 

6 泉坂下遺跡保存事業 文化スポーツ課 拡充 拡充 

7 市史編さん事業 文化スポーツ課 拡充 拡充 

8 文書館普及・啓発事業 文化スポーツ課 現行どおり 現行どおり 

 

 

 

 

 



部 課 局 名

事 務 事 業
対 象 年 度

点検評価結果

平成２９年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

事 業 番 号 1 学校教育課

評 価 書 （ 内 部 ）
整 理 番 号

平成２８年度

事 務 事 業 名 　長山景樹特別奨学金給付事業

事 業 の 目 的
   常陸大宮市が掲げる「郷育立市」の基本である，郷土を愛し慈しむ心の醸成と郷土で
も輝くことのできる人材づくりに資するため，特に優秀な生徒・学生の方に返還の必要の
ない奨学金を給付し，学資の支援を行う。

事 業 の 概 要

　 常陸大宮市の推進する郷育立市構想の趣旨である教育を最優先としたまちづくり，郷
土でも輝くことのできる人づくりに資するため，「長山景樹奨学基金」を活用し，郷土を愛
し慈しむ心を持つ優秀な人材の育成を図る。また，市内の高等学校へ就学するメリットを
加えることにより，市内高等学校への就学支援を図る。

（事業内容）
   毎年度４月下旬に奨学生選考審査会を開催し，募集期間内に提出された特別奨学金
給付申請書を基に書類による一次審査を行う。一次審査通過者のみ小論文・面接による
二次審査を行い，奨学金給付者を決定する。なお，奨学生の定員数は，市内高校（2校）
在学生で各2名，市内高校卒業の大学生で各1名，市外高校卒業の大学生で2名，計8
名とする。給付期間は給付決定時の在学校の終業年限までとし，給付期間中は年度初
めに前年度の学業成績の報告を受ける。

【事業費　3,667千円】

点 検 評 価
結 果 理 由

Ａ委員：【現行どおり】
   優秀な高校生・大学生が安心して勉学に励めるよう経済的に支援することにより，常陸
大宮市を担う人材づくりに大きく資するものと判断され，継続して実施すべきものと考えま
す。

Ｂ委員：【現行どおり】
   素晴らしい事業であるから，今後とも充実発展させていただきたい。市単独事業として
永続的に実施していくために，諸課題に対応して様々な工夫を考えていただきたい。

C委員：【現行どおり】
   本事業による奨学生は優秀な成績を修め，人材の育成に寄与しているとのことで，関
係者の尽力により，応募，審査，授与が適切に行われ，よい結果に表れているのだと思
います。今後も継続して続けるべき事業と考えます。

主 な 意 見

Ａ委員： 　本事業が，将来にわたり継続して実施できるよう財源の確保などについて検討
           をお願いしたい。

Ｂ委員：　 市民が子育て支援を求めているので，その一環としても発展させる必要がある。
           人口減少，特に，結婚，出生数が減少しているので，子育て支援の環境整備が
           必要である。

C委員：　 「郷育立市」を掲げる本市にとって，重要な事業であり，いずれ，さまざまな効果
           があらわれることが期待される事業だと思います。市の取り組む事業として，ぜひ,
　　　　  折々にPRしていただきたいです。
　　　　　　 また，教育委員会としては，奨学生と，その後も可能な範囲で連絡をとり，一種
           の「追跡調査」を行っていただければとも思います。

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

②　今後の方針

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

必要性・効果はある 必要性・効果はない

拡充 見直し 縮小 休止・廃止現行どおり

必要性・効果は高い

現行どおり 縮小拡充 見直し 休止・廃止
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部 課 局 名

事 務 事 業
対 象 年 度

点検評価結果

Ａ委員：   学校施設は，公共施設の中でも特に重要なものであることを勘案して，長寿命
           化計画を作成していただきたい。

Ｂ委員：　 ３０年後の小・中学校の児童生徒数は，現在の半数になると思われる。そのこと
           を想定した学校数と施設整備計画が必要になると思われる。

C委員：   今後については，学校および教育施設が，学校教育だけでなく，社会教育や，
           地域の拠点としての機能を担っていくという視点も持ちつつ，市内公共施設の利
           活用計画の中で，整備事業等を進めていただければと思います。

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

点 検 評 価
結 果 理 由

主 な 意 見

Ａ委員： 【現行どおり】
   児童・生徒が安全・安心に活動できる環境を整備することの必要性は，極めて高く継続
して実施すべきものと判断されます。

Ｂ委員：【現行どおり】
  今後想定されている，大地震やスーパー台風対策としても，計画どおり実施すべきであ
る。

C委員：【現行どおり】
  計画に基づいて，工程どおり，順調に進んできたものと評価します。

平成２９年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

②　今後の方針

　学校施設整備事業事 務 事 業 名

事 業 の 目 的
   新耐震基準施行以前に建築された施設が多く全体的に老朽化が進んでいることから，
耐震不足となった施設の耐震補強や大規模改修を行うなど，児童生徒が安全・安心に活
動できる教育環境を整備する。

事 業 の 概 要

　

　改築工事：中学校校舎・屋体1校　小学校屋体1校

（事業内容）
　　市内小中学校の施設整備及び改修に必要な設計業務並びに工事を行う。

【事業費　1,583,921千円】

2 学校教育課

評 価 書 （ 内 部 ）
整 理 番 号

平成２８年度

事 業 番 号

必要性・効果はある 必要性・効果はない

拡充 見直し 縮小 休止・廃止現行どおり

必要性・効果は高い

拡充 見直し 縮小現行どおり

現行どおり 縮小拡充 見直し 休止・廃止
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部 課 局 名

事 務 事 業
対 象 年 度

点検評価結果

Ａ委員：　給食の提供にあたっては，新センターと既設のセンターの間に，大きな格差が
　　　　 出ないよう配慮をお願いしたい。

Ｂ委員：　都市部では民間委託も考えられるが，適当な業者がいない状況ではセンター
　　　　 建設が望ましい。東日本大震災では，公民館の調理室で婦人会が炊き出しを
　　　 　行ったが，大災害が起きた時，給食センターの活用ができるように，条例・規則
　　 　　の整備，人的・物的配置等等を考えてみては。

C委員： 　「ひたまる仲良し給食」など，特色ある献立にも取り組まれているが，今後，「食
　　　　　育」はさらに重要になると思います。
              「食－健康－地域の特性・文化（農産物，特色ある料理，伝統行事と食の関係
           など）」を総合的に学ぶことができるよう，給食センターとも協力して，より「常陸大
           宮市」らしい給食や「食育」が進むことを願います。

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

点 検 評 価
結 果 理 由

主 な 意 見

Ａ委員：【拡充】
   安全・安心な学校給食の提供は，児童・生徒，保護者，市民の望むところであり，早急
に整備すべきものと判断されます。

Ｂ委員：【現行どおり】
   常陸大宮市学校給食センター建設委員会で検討を重ね，意見集約が出来，ローリン
グプランにも載っていることから，計画どおり実施すべきと考える。

C委員：【拡充】
　学校教育に重要な意味を持つ学校給食のための給食センター建設について，東日本
大震災の影響等もあった後，再び，検討が行われ，建設に向けての事業が進んでいるこ
とを評価します。

平成２９年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

②　今後の方針

　学校給食センター建設事業事 務 事 業 名

事 業 の 目 的   新学校給食センターの整備により安全・安心な学校給食の提供を図ることを目的とする。

事 業 の 概 要

　 大宮学校給食センターの老朽化により新学校給食センター建設に向けて建設委員会
を設置する。

（事業内容）
　　学校給食センター建設委員会を設置し次の項目の検討をする
　　（1）建設候補地の選定
　　（2）施設の建設計画，設計及び建設工事に関すること
　　（3）附帯設備の整備に関すること
　　（4）建設事業の推進に必要な事項
　（今後の計画）
　　・平成29年度　常陸大宮市学校給食センター建設委員会を開催し方向性を決定
　　　（検討結果報告書の作成）
　　　　　　　　（仮）常陸大宮市給食センター基本設計業務委託
　　・平成30年度　（仮）常陸大宮市給食センター実施設計業務委託
　　・平成31年度　（仮）常陸大宮市給食センター建築工事
　
【事業費　69千円】

3 学校教育課

評 価 書 （ 内 部 ）
整 理 番 号

平成２８年度

事 業 番 号

必要性・効果は高い 必要性・効果はない

拡充 見直し 縮小 休止・廃止

必要性・効果はある

現行どおり 見直し 縮小

現行どおり 縮小拡充 見直し 休止・廃止

8



部 課 局 名

事 務 事 業
対 象 年 度

点検評価結果

Ａ委員：　今後も引き続き，新成人による実行委員会の企画により運営されるよう努めて
           いただきたい。

Ｂ委員：　現在の成人対象者465人が，20年後には半数になってしまう。節目節目で，立
          志式など，市民の郷土意識を高めていく必要がある。
　　　　　  小学1年生が，45分間おとなしく座っていることができない。家庭に問題がある
          わけだが幼稚園，保育所における「しつけ」の在り方について，市として検討する
　　　　 必要があると考える。江戸時代の寺子屋には入門試験のようなものがあって，一
          刻（2時間）おとなしく座っていることだった。

C委員：  市の側では，本市の魅力のPR，本市が「地方創生」のために実施しているさま
          ざまな施策・事業（住居，結婚，子育て，その他）に関心を持っていただく機会とし
          て，上手に活用してもらいたいです。

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

点 検 評 価
結 果 理 由

主 な 意 見

Ａ委員：【現行どおり】
　地域活力の維持が求められている中にあって，新成人に成人としての自覚を促し，励
ますことは意義あるものと判断され，継続して実施すべきものと考えます。

Ｂ委員：【現行どおり】
　郷土意識を高め，内と外から常陸大宮市を住みよい町にしていく，意識の高揚を図る
ために，必要な事業と考える。

C委員：【現行どおり】
　「郷育立市」や，人口減少対策という角度から見ても，市が主催する行事を，新成人に
よる「実行委員会」が企画・運営にあたり，そこに80％以上の参加率がある本事業は，重
要だと思います。
　事業としては「現行どおり」で結構かと思いますが，意味，内容，やり方などについて，
「形式的な，恒例行事の継続」にならないよう，その年ごとに，新しく，やわらかな視点で
見直しながら，実施していただければと思います。

平成２９年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

②　今後の方針

  成人式実施事業事 務 事 業 名

事 業 の 目 的
　「成人の日」は，大人になったことを自覚し，自ら生き抜こうとする青年を励ます日とし
て，国では祝日として位置付けており，本市としても成人式を実施する。社会教育団体
の育成のため，新成人者による実行委員会により企画・運営させる。

事 業 の 概 要

　より多くの新成人者に参加してもらい，趣旨の浸透を図る。

（事業内容）
　 常陸大宮市実行委員会に対し，補助金を交付し成人式を実施する。実行委員会は出
身中学校別に委員を推薦してもらって構成される。

【事業費　1,061千円】

4 生涯学習課

評 価 書 （ 内 部 ）
整 理 番 号

平成２８年度

事 業 番 号

必要性・効果は高い 必要性・効果はない

拡充 縮小 休止・廃止現行どおり

必要性・効果はある

見直し

現行どおり 縮小拡充 見直し 休止・廃止
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部 課 局 名

事 務 事 業
対 象 年 度

点検評価結果

Ａ委員：　現在は，学校の要望に対する活動が主となっているが，地域の中で学校が何がで
           きるか，考えることも必要と思われます。また，教職員に過度な負担が出ないよう考慮
           していただきたい。

Ｂ委員：　 青少年相談員や主任児童委員の方々は，学校の中では活動できない。地域の大
           人が学校の中に入っていくと，荒れている学校が収まる。書道や生け花，部活動の指
           導や登下校の見守りなど，文科省の検討していることの先取りである。 文科省は，教
　　　    員の多忙化防止のために検討しているが，子供たちのために必要なことである。子供
           たちは， 先生や親にも言えないことを，信頼する大人には話すものである。

C委員：   人口減少の中，学校と地域の結びつきは地域にとってますます重要になりますが，
　　　　　さまざまな経験を持つ地域の市民が複合的に地域そして学校を支えていく仕組みを
　　　　　つくっていくべきだと思います。
             社会教育主事や，まちづくり分野の専門家，大学・高校等とも連携して，常陸大宮
           市らしいしくみを見出していけるとよいのではないかと考えます。

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

点 検 評 価
結 果 理 由

主 な 意 見

Ａ委員：【拡充】
   地域と学校の連携・協働は，青少年をめぐる様々な課題の解決にも資するものと考えられ，
また，常陸大宮市が掲げる郷育立市の実現にも寄与し効果が高いものと判断され，拡充して
実施すべきものと考えます。

Ｂ委員：【拡充】
   いじめ対策として最も効果があると考えられる事業である。学校の中に，先生以外の大人が
入っていく，ボランティアが学校の内外で子供の健全育成に資することができる事業であるか
ら，拡充すべきである。

C委員：【拡充】
   本事業は，学校教育を地域が支え，また，学校と地域が協力して地域の活性化を進める事
業として，たいへん重要だと考えます。
　特に「地域コーディネーター」の役割は非常に大きいと思いますので，ぜひ， 積極的に進め
られるよう希望します。

平成２９年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

②　今後の方針

  学校支援地域本部事業事 務 事 業 名

事 業 の 目 的
　地域全体で学校教育を支援する体制づくりを推進することにより，教員の子どもと向き合う時
間の増加，地域住民等の学習成果の活用機会の拡充及び地域教育力の活性化を図ることを
目的とする。

事 業 の 概 要

　地域の方々学校の要望に応じた活動に参加することにより，学校と地域が一体となった活動が推進
される。

（事業内容）
　常陸大宮市学校支援地域本部事業実行委員会の開催　５，３月（２回）
　地域コーディネーターの配置
　学校支援ボランティア募集及び名簿等の作成
　学校支援活動の実施
　学校支援コーディネーター等の研修会への参加
　学校支援コーディネーターと学校担当者による情報交換会

【事業費　493千円】

5 生涯学習課

評 価 書 （ 内 部 ）
整 理 番 号

平成２８年度

事 業 番 号

拡充 見直し 縮小 休止・廃止縮小現行どおり

必要性・効果はある 必要性・効果はない必要性・効果は高い

現行どおり 縮小拡充 見直し 休止・廃止

10



部 課 局 名

事 務 事 業
対 象 年 度

点検評価結果

Ａ委員：   展示施設の整備，更に，遺跡の整備が市の活性化に結び付くよう，配慮して
　　　　　いただきたい。

Ｂ委員：　 茨城町の小幡北山埴輪製作遺跡では，用地買収する前に，地権者の同意を
　　　　  得て，史跡公園として整備した。常陸大宮市でも1日も早く公園整備することを望
           む。

C委員：　 その後，広がりをもって本遺跡に関する事業がさまざま実施されているところで
　　　　　すが，特に市民や子どもたちの認知を高めること，また，子どもたちが中心になっ
　　　　　て，世界に向けて「いずみちゃん」をPRする，そのために，さまざまな教科での学
　　　　　びがつながるような，常陸大宮市独自の「教育プログラム」をつくるなど，今後も，
　　　　　さまざまな形で，学校教育とも連動されてはどうかと思います。

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

点 検 評 価
結 果 理 由

主 な 意 見

Ａ委員：【拡充】
   出土遺物の国重要文化財指定，遺跡の国史跡指定を機に，人々の関心は大きく高
まっており，常陸大宮市のイメージアップに大いに寄与するもので，早急に，この保護，
保存，活用を図るべきであり，拡充して実施すべきものと考えます。

Ｂ委員：【拡充】
　市民，県民のためにも，拡充すべき事業である。国指定史跡となることは確実であるか
ら施設整備や息の長い調査研究体制を整える必要がある。

C委員：【拡充】
　平成28年度事業が順調に進展し，「泉坂下遺跡」に関する事業が大きな成果をあげら
れていることを高く評価しております。
　教育委員会や関係のみなさまの尽力に敬意を表します。
　史跡の整備や展示施設についての検討等が進み，常陸大宮市のすばらしい宝として，
まちづくりや地域活性化にも資する内容での保存・公開を期待しております。

平成２９年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

②　今後の方針

  泉坂下遺跡保存事業事 務 事 業 名

事 業 の 目 的   貴重な再葬墓遺跡である泉坂下遺跡の適切な保護，保存及び活用を図るため。

事 業 の 概 要

　貴重な文化財の保護と周知・活用を図ることで，ふるさとに対する誇りの醸成につなが
 り，文化を育むまちづくりの基礎となる。

（事業内容）
・ 前年度に実施した確認調査の報告及びこれまでの泉坂下遺跡調査の総括報告を報
告書としてまとめるとともに，国史跡指定のための意見具申書を作成，提出する。
・ 泉坂下保存委員会を開催し，史跡整備の方向性を検討する。

【事業費　8,759千円】

6 文化スポーツ課

評 価 書 （ 内 部 ）
整 理 番 号

平成２８年度

事 業 番 号

必要性・効果はある 必要性・効果はない

拡充 見直し 縮小 休止・廃止

必要性・効果は高い

現行どおり

現行どおり 縮小拡充 見直し 休止・廃止
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部 課 局 名

事 務 事 業
対 象 年 度

点検評価結果

Ａ委員：　長期間を要する事業であることから進行管理を着実に行いながら進めるととも
          に，より多くの市民が参画できるよう努めていただきたい。

Ｂ委員：　 旧町村で実施した歴史編纂事業による町村史はあるが，合併10年を記念し，
          市民の一体化を図るためにも，歴史学者等を交えてより精度の高い市史を作る
　　　　 必要がある。

C委員： 　「子どもたち」が本事業にどのように参加できるかということについては，学校の
          協力，学校との協働が必要かと思います。
             社会科の先生に限らず，学校内の先生方との協議を行い，具体的な協働プラ
          ンが立てられれば，これもまた「郷育立市」である常陸大宮市独自の「教育プログ
          ラム」の1つになるのではないかと考えます。
             また，本市内にある2つの高校では，PBL型の授業や，アクティブラーニングに
          も積極的に取り組まれているので，高校との連携も検討できるかと思います。

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

点 検 評 価
結 果 理 由

主 な 意 見

Ａ委員：【拡充】
   貴重な地域資源である常陸大宮市の歴史，文化，自然環境資料を総合的・体系的に
後世につなぐことは，私達の責務であることから，より充実して事業を実施すべきものと考
えます。

Ｂ委員：【現行どおり】
   ローリングプランに載っており，今後毎年2,000万円以上の予算が計上されている事業
である。着実に進めていく必要がある。

C委員：【拡充】
   「郷育立市」に取り組んでいる本市が，県内の市町村等に先駆けて，合併後の「常陸
大宮市」としての，本格的な市史編さんに取り組むことの意義を高く評価します。
　本事業については，一定期間が必要ですが，その期間内に子どもたちや市民が市の
持っている資産や魅力を確認し，積極的に事業に関わっていくよう，広がりのある支援を
行って，そういった面でも，先駆になるような事業展開を期待します。

平成２９年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

②　今後の方針

　市史編さん事業事 務 事 業 名

事 業 の 目 的
　 常陸大宮市史の編さん事業によって，地域資源である市内の歴史・文化，自然環境の
データを集積するとともに，編さん過程への市民の参加により，ふるさとへの理解と誇りの
醸成を図る。

事 業 の 概 要

　 地域文化の創造と伝承に資する基礎データを集積することで，のびやかな人・文化を
育むまちづくりに貢献する。

　（事業内容）
   市長の諮問機関であり，事業の進行を管理監督する市史編さん審議会，及び，市史
編さん事業を実行する市史編さん委員会で事業を実施。専門家で組織する市史編さん
委員会は，自然，考古，古代・中世，近世，近・現代，民俗の６部会に分かれ，それぞれ
に部会長，専門調査員，協力員で調査・研究，執筆を行う。

【事業費　4,639千円】

7 文化スポーツ課

評 価 書 （ 内 部 ）
整 理 番 号

平成２８年度

事 業 番 号

必要性・効果はある 必要性・効果はない必要性・効果は高い

拡充 見直し 縮小 休止・廃止現行どおり拡充 見直し 縮小

現行どおり 縮小拡充 見直し 休止・廃止
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部 課 局 名

事 務 事 業
対 象 年 度

点検評価結果

事 業 の 概 要

　 市内にある古文書への啓発を図る。文書館を広報することで利用者の増加をはかる。

（事業内容）
　 市のホームページ，「広報常陸大宮」に紹介すると共に，地域住民に対して，歴史的な
学習機会(講演会）を提供することにより，文書館の利用活用を普及する。

【事業費　75千円】

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

評 価 書 （ 内 部 ）
整 理 番 号

平成２８年度

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

平成２９年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

②　今後の方針

　文書館普及・啓発事業事 務 事 業 名

8 文化スポーツ課事 業 番 号

事 業 の 目 的
　 常陸大宮市の歴史や文化財について市民に広報し，理解を深めてもらうとともに広く情報
を発信し利用者の便に供する。

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

点 検 評 価
結 果 理 由

主 な 意 見

Ａ委員：【拡充】
　文書館は，地方自治体としては画期的な施設であり，公文書に加え，市内にある古文書
等をより広く調査・収集・保存・記録するとともに，考証を行えるよう充実すべきものと考えま
す。

Ｂ委員：【現行どおり】
　古文書，公文書の整理・保存・保管，非常に地味な事業であるが，公の機関として必要
な事業であるから，後世に伝えるべく，取り組んでいただきたい。

C委員：【現行どおり】
　公文書，および，歴史的価値のある文書等を保存，活用する本施設は，たいへんユニー
クであり，平成28年度事業における成果を評価いたします。
  歴史民俗資料館とともに，今後の事業の展開に期待をしています。

Ａ委員：　 泉坂下遺跡の保存，市史の編纂，そして，文書館が相互に連携することにより，
　　　　　「郷育立市」の考えをさらに進めることが可能で，常陸大宮市の誇るべき宝になる
　　　　　ものと考えます。

Ｂ委員：　 一般市民への広報，啓発はなかなか難しいが，小・中・高校生対象に講座を
　　　　　開発して道徳や総合的な学習の時間に講演してみてはいかがでしょうか。

C委員：　文書館および歴史民俗資料館において，文書から一歩進み，常陸大宮市各
　　　　 地域の人々の「物語」を記録するような取り組みを検討いただくことを提案します。
　　　　 　 また「市史編さん事業」等とも関連するかもしれませんが，文書以外のメディア
          による記録（画像，映像）について今後，どのように，収集，保存，活用ができるか
          といった検討も行ってみてはどうかと考えます。

必要性・効果はある 必要性・効果はない必要性・効果は高い

拡充 見直し 縮小 休止・廃止現行どおり拡充 見直し 縮小拡充 見直し 縮小拡充 見直し 縮小

現行どおり 縮小拡充 見直し 休止・廃止
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平成２９年度常陸大宮市の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価

結果（平成２８年度事業分）に関する所見 

 

常陸大宮市教育行政点検評価委員  西野 由希子  

 

 

１ 教育委員会の活動状況 

 

  教育委員会の活動状況について，点検評価をさせていただきました。 

  平成２８年度において，適正に進められていると評価をいたします。 

 

 

 

２ 教育委員会が管理・執行する事務 

 

 教育委員会が管理・執行される事務について，点検評価をさせていただきま

した。 

平成２８年度において，適正に進められていると評価いたします。 

 各事業においてさまざまに成果をあげられていますが，今後も継続して各

事業の展開に取り組んでいただくこと，時代の課題に対応し，常陸大宮市ら

しい教育事業を進めていただくよう，希望いたします。 

 

 

 

３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務 

 

  教育委員会が管理・執行を教育長に委任されている事務について，点検評

価をさせていただきました。 

  平成２８年度において，適正に執行されていると評価いたします。 

  教育長，また，教育委員会や関係のみなさまのご努力に敬意を表します。 
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平成２９年度 常陸大宮市の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評

価結果（平成２８年度事業分）に関する所見 

 

常陸大宮市教育行政点検評価委員  新家 洋一  

 

 

１ 教育委員会の活動状況 

   

教育委員会の会議，活動等につきましては，おおむね適正に執行されており

ます。 

  市長が主催する総合教育会議を有効活用して，子どもの健全育成を始め，

社会教育，文化行政に市全体で取り組んでいただきたいと思います。 

  国家としての問題ですが，人口減少対策について，教育委員会としても積

極的に発言し，関わってください。 

 

 

 

２ 教育委員会が管理・執行する事務 

   

教育委員会の執行事務につきましては，おおむね適正に執行されております。 

   

 

 

３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務 

 

  教育長委任事務につきましては，おおむね適正に執行されております。 
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平成２９年度 常陸大宮市の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評

価結果（平成２８年度事業分）に関する所見 

 

常陸大宮市教育行政点検評価委員  武藤 賢治  

 

 

１ 教育委員会の活動状況 

 

  「教育委員会会議」，「協議事項」，「報告事項」，「会議以外の活動」は，

ともに適正に執行，活動されております。 

   また，市長を交えての「総合教育会議」についても適正に開催されてお

ります。 

 

 

 

２ 教育委員会が管理・執行する事務 

 

  教育委員会執行事務については，関係法令，規程に基づき適正に執行され

ております。 

 

 

 

３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務 

 

  教育長委任事務については，適正に執行されております。 

  なお，平成２９年度の組織改正の趣旨に沿って，より効果的な事務・事業

執行を期待いたします。 

 

 

 

 

 

 



 


